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１.精神障害者の医療および保護を行い自立のために、社会復帰
および社会的経済活動への支援をします。 
 
2.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指

し、地域に根ざした病院を目指します。 

理 念 

患者さんの権利  
 私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行い 

ます。 

１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

2.個人として人格を尊重される権利 

3.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

4.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選

択する権利 

5.個人情報やプライバシーが守られる権利 

6.セカンドオピニオンを受ける権利 

7.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 
 

患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療 

 歴・アレルギー歴などの情報を提供する必要があります。 
  

2.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り 

 組む必要があります。 

3.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生 

 活上のルールやマナーを遵守する必要があります。 

患者さんの権利と責務について 
適切な精神科医療・保健・福祉を目指し  

次の二つの柱を基礎に据えます 

基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるよう    
に努めます。 
 
２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努
めます。 
 
３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合う
チーム医療を目指します。 
 
４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように
努めます。 
 
５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 

  新年、おめでとうございます。皆さんはどのようなお正月を過ごさ

れたでしょうか？初夢を見られた方もいたでしょう。初夢というと、 

小学生の頃に「大晦日や元旦の夜に見た夢のことではなくて、２日の夜

に見た夢の事なんだよ！」と耳学問をしたり顔で同級生に受け売りした

記憶があります。ところが今回この原稿のためにあらためて調べてみる

と、諸説あってどれが正解でどれが間違いという訳ではないことが判りました。ネットで調べると、 

２日の夜が主流となったのは江戸時代後期からのことで、それまでは元旦や大晦日の夜に見た夢も初夢

であったようですし、「明治の改暦後は元日の夜とする人が多くなった」とも書かれていました。  

広辞苑の第2版にも元旦の夜説と２日の夜説の両論が併記されていました。 

さて、「夢」というと、もうひとつ意味があります。そう、「希望、やりたいと思うことがら」です。旺文社の国語辞

典にもそのように書いてあって、この原稿も「夢を持って1年を過ごしましょう」ってなことで締めくくろうと思っていた

わけです。ところが確認のために手元にあった古い第２版の広辞苑で調べてみると、その意味の記載がなく、それどころ

か３番目に「こころの迷い」と載っているではありませんか!?正直、これにはびっくり仰天。「そうか～、夢なんて儚い

こころの迷いなんだ～」とシュンとしてしまいました。まるで原稿の締めくくりが冴えなくなってしまいましたが、でも

まあ、そうは言っても希望は必要です。皆さまにとって今年が良い１年になりますように、お祈りいたします。 

ちなみに広辞苑第６版では４番目に「将来実現したい願い、理想」という項目が追加になっていてほっとひと安心しま

した。もう少し書きたいこともあったのですが、誌面が尽きたのでまたの機会にします。 

平松記念病院 

副院長 武藤福保 

広報委員  

平松記念病院 広報誌 

                                      

題字：鶴巻 

編集後記…   
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 当院では職員向けの勉強会を開催しています。 

「認知症とその薬物療法について」 

11/27・12/1の二日間にわたってヤンセンファーマ（株） 

担当者の協力を得て行いました。 

認知症とはどのような疾患なのか？ 

現在発売されている4種類の薬剤の薬理作用とその特徴につ

いて学びました。 

たくさんの職員が真剣に 

学んでいる様子です。 

     （文責：高橋） 

広報委員 山田 

と 

 記録的な大雪、国民的アイドルグループの解散危機騒
動でにぎわう2016年1月、いかがお過ごしでしょうか？ 
 毎号ギリギリまで記事を練ってしまい遅れることもあ
りますが今年は無事に間に合わせることが
出来ました。 
 今後も新たな情報を発信していけるよう
広報委員一同、ただ前を見て進みたいと思
います。今年も藻岩嶺をよろしくお願い申
しあげます。 



出張☆
出前講

座 

栄養科
編 

★ロコモティブシンドローム（運動器症候群）とは？ 

☆加齢に伴い、筋力・骨・関節の３つの部位に支障をきたし、日常生活が困難になる現象のこと。 

悪化すると寝たきりになることも… 
★サルコぺニア（加齢性筋肉減弱症）とは？ 

☆４０歳前後から少しずつ筋肉の減少が見られてくる現象のこと。高齢者ではその速度がますます高まります。       

                            ギリシャ語で「サルコ＝筋肉」「ぺニア＝減少」 

「栄養」 

老化を防止するためには？ 

と 「運動」 が大切になってきます 

★骨・筋肉・関節に効果的な栄養素とは？ 

  ☆筋肉は、運動やタンパク質(タンパク質は分解されるとアミノ酸になる)等の栄養成分摂取により増加します。 

   アミノ酸は筋肉のタンパク質を構成している栄養素ですが、その中でも分岐鎖アミノ酸（BCAA）は、筋肉に多く含ま   

   れている成分であり、筋タンパク質を作り出しやすく壊れにくくする働きがあることが知られています。 

必須アミノ酸とは…タンパク質を形成している２０種類のアミノ酸のうち、人体内で合成できない９種類のアミノ酸のこと。  

(トリプトファン・リジン・メチオニン・フェニルアラニン・トレオニン・バリン・ロイシン・イソロイシン・ヒスチジン) 

なかでも、バリン・ロイシン・イソロイシンはBCAAと呼ばれ、筋肉合成に重要な役割を果たしています。 

筋肉の部品となるのが、必須アミノ酸です。 

必須アミノ酸が筋肉合成に貢献 

【筋肉を強くする】 
☑タンパク質：筋肉を強くするのに必要なのはタンパク質。肉・魚・卵・大豆製品からまんべんなくとりましょう。 

注意することは、炭水化物などからのエネルギーが不足してしまうと、タンパク質をとっても筋肉が付きにくくなります。 

☑ビタミンB6：タンパク質の代謝を促してくれます。 (レバー、鶏肉、ピーマンなど) 

【骨を強くする】 
☑カルシウム：骨と言えば、みなさんご存じのカルシウムが不足しがちです。乳製品、小魚、大豆製品をとりましょう。 

☑ビタミンD：腸でのカルシウム吸収を高めてくれます。日光を浴びると合成されるので、時々日光に当たりましょう。  

また、干し椎茸、きくらげに多く含まれます。 

～まとめ一～ 
 

特定の栄養素ではなく、様々な栄養素を摂ることが大切です。 

難しく考えずバランスの良い食事を心がけることで自然と必要な栄養がとれます。 

今回は加齢や生活習慣による骨と筋肉の衰えを予防するために、食事面からのアプローチを 

当院の茨木管理栄養士よりわかりやすく解説していただきました。 

ロコモ予防には何がおすすめ？ 

  
 

 

 当院で精神保健福祉士（以下PSW）として勤務している鎌田と申します。 
私は大学の授業で、精神疾患をもちながら日常生活を送っている方の大変さを目の当たりにすると 
同時に、地域の中で生活することの大切さを実感しました。そのような経験から、患者さんやご家族
の方々がスムーズに社会生活を送れるようなお手伝いができればと思いPSWを目指し今に至ります。  
１年半勤務し経験したことをふまえ、当院のPSWの業務と役割について紹介します。 
  

 精神保健福祉士とは、精神科ソーシャルワーカー（PSW:Psychiatric Social Warker）という名称
で精神科病院を中心に医療チームの一員として働く専門職です。患者さんの抱える生活上の困り事を
解決するために利用できる制度を案内したり、日常生活に関するアドバイスをしより良い生活を送る  

           ことが出来るように援助します。 
 

 当院の地域医療連携室と医療相談室には７名のPSWが所属しています。 
  

 地域医療連携室では、患者さんが医療を円滑に安心して受けていただけるよう地域の医療機
関、保健福祉施設及び行政機関との連携を図っています。 
主な業務内容として他機関との受診連絡及び入退院の調整を行っています。 
 さらに当院をより知っていただく広報活動として、市民公開講座の企画運営や広報誌作りに
も携わっております。 
  

 医療相談室では、患者さんやご家族の様々な悩みをお聞きし問題を解決するお手伝いをさせ
ていただきます。 
主な相談内容は・・・ 
  ・外来受診や入院について 
  ・退院後の生活や社会復帰についての心配事 
  ・福祉制度について 
  ・医療費や生活費などの経済的な問題 

 
これらの相談に対し利用できる制度案内や日常生活に関するアドバイスをおこ
ないよりよい生活を送ることが出来るようにサポートします。 

 
Ｈ26年４月の精神保健福祉法一部改正により、退院後生活環境相談員の設置が義務化され

ました。当院では、病棟ごとにPSWを配置して相談窓口を明確にし入院中や退院後の生活面
での不安などを話し合いながら退院や社会復帰の実現に向けて支援しています。 

私自身PSWとしてまだまだ経験は浅く、多職種と連携を図ることや患者さんのニーズに合
わせた情報提供をわかり易く伝えることにつまづきを感じることはありますが、今出来ること
として精一杯患者さんの気持ちに寄り添い、専門的な視点に基づいて支援することで、一人で
も多くの患者さんの医療と地域生活の橋渡し役になれるよう心がけています。 

 10月21日、日々の活動で作られた作品を皆さんに披露する「もいわ展」が開催さ
れました。今年も作品展示、即売コーナーはとても盛況で喫茶で提供されたロール
ケーキも大好評でした。 

 9月16日、ご夫婦で活動されている「Ｓ＆You」のお二人によるサックスとキーボードの
コンサートが当院２階作業療法室で開催されました。昔の歌謡曲を中心に楽しいひとときを
過ごされました。懐かしさから途中で口ずさんだり、手拍子する方もいて皆さんにとって特
別な時間となったようです。 

 12月9日、一年を締めくくる年間行事「クリスマス会」が行われました。今年もイルミネーションや
活動の中で作られた飾り付けで会場が彩られ、クリスマスムード満点の中、個人でボランティアをさ
れているマジシャン「アラジン山口」さんによるマジックショーがはじまりました。様々なショーに
参加者の皆さんもくぎづけで、例年以上の盛り上がりを見せました。次は、日々練習を重ねたデイケ
ア、訪問看護、リハビリ科スタッフによる混声合唱チームのクリスマスメドレーでは、男女の美しい
ハーモニーで会場内が包まれました。会の最後には寺江サンタからのプレゼントが配られ、楽しいひ
とときを過ごす事ができました。 

クリスマス会 開催報告!! 

精神保健福祉士   

鎌田 有作 

困ったことがあれば、 

どんな些細な事でも相談にのります。 

解決するお手伝いします!! 

困ったことがあれば、 

どんな些細な事でも相談にのります。 

解決するお手伝いします!! 


